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1．99mTc・HMPAOを用いた側頭葉内側血流測定の

　意義

清家裕次郎

鎌田　武信

橋川　一雄

藤田　昌宏

西村　恒彦

松本　昌泰

森脇　　博

渡辺　嘉之

石田万里子

（阪大・一内）

奥　　直彦

植原　敏勇

（同・放部／トレーサ）

　［目的］アルツハイマー病（AD）の初期では健忘の

みが見られる．われわれはこの時期のSPECT所見で

は海馬長軸平行断層像において側頭葉内側部の血流

が低下していることを報告してきた．今回記憶力検

査の点数と側頭葉内側部の血流が相関するかを調

べ，また側頭葉内側部の血流を視覚的に評価するこ

との意義について検討した．［対象1男性6例，女性

12例，合計18例（うちAD　11例），年齢57－77歳（平

均66．7歳）．［方法］日立メディコ社製4検出器回転

型SPECT装置SPECT2000Hを用いSPECT像を撮像

し，通常横断像・海馬長軸平行断層像を求めた．

ROI：大きさ2cm四方で場所は通常断層像では前頭

葉・後頭葉・小脳．海馬長軸平行断層像で側頭葉内

側部・側頭葉外側部．収集・再構成プロトコール：

トレーサ99mTc　740　MBq静注5分後に収集．コリメー

タ：低エネルギー高分解能コリメータ（9．8mmin

FWHM）．収集時間：20－25　sec×64　step．記憶力検査

はWechsler　Memory　Scale－Revised日本版を用い，　In－

dexを用いずに祖点をそのまま用いた．［結果］言語

性検査の祖点は左右の側頭葉内側部のCRと有意な相

関を認め，特に左側頭葉内側部との相関が強かった

（右r＝059，p＜O．Ol；左r＝O．68，　p〈0．Ol）．視覚性の

祖点は左側頭葉内側部と有意な相関を認めた（r＝0．63，

p＜0．01）．［考察］左側頭葉内側部も視覚性記憶に関

係があると考えられた．

　Tc－HMPAOを用いて撮影した記憶力の低下が軽度

の症例では，通常の断層像で判読困難な場合でも海

馬長軸平行断層像では側頭葉内側部の血流低下を指

摘でき，視覚的に評価することは有用であると考え

られた．

2．PAO　Dynamic脳SPECTによるSTA・MCA　By・

　passの血流動態評価

広瀬　義晃　　林田

西村　恒彦

孝平　　石田　良雄

　　（国循セ・放診部）

　　（阪大・トレーサ）

　脳血流製剤である99mTC－hexamethyl　propyleneamine

oxime（HM－PAO）は，肺でほとんどトラップされるこ

となく急速に脳に到達するため，Dynamic　SPECTが

可能である．そこで浅側頭動脈一中大脳動脈（STA－

MCA）Bypassを施行された症例に対し，　PAO　Dy－

namic脳SPECTを行い，　BypassのPatencyと脳血流

を評価した．対象は血管造影にてPatencyが確認され

ている15例（内頸動脈・中大脳動脈閉塞12例，モヤ

モヤ病3例）である．Dynamic　SPECTは99mTc－HM－

PAO　740　MBqを1分間でゆっくりと静注し，高感度

コリメータを用い静注開始より20秒間隔で3分間

データ収集した．Static　SPECTは高分解能コリメータ

を用い，静注終了10分後より30分間データ収集し

た．Dynamic　SPECTでは全例でBypassのPatencyが

確認できたが，Static　SPECTでは4例でPatencyの判
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定が困難であった．さらに中大脳動脈領域にROIを

設定し，Bypass側／健側で血流比を求めたところ，

前者ではLO3，後者で0．98となり，　Dynamic　SPECT

で血流比が高かった．PAO　Dynamic脳SPECTは非侵

襲的であり，高血流域における逆拡散の影響が少な

く，真の脳血流に近い画像を得ることができ，STA－

MCA　BypassのPatencyをスクリーニングするのに有

用であると思われる．

3．脳神経外科としてのclinical・PET

露口　尚弘　　白馬　　明

　　　　　　　　　　　　（大阪市大・脳外）

岡村　光英　　越智　宏暢　　　　（同・核）

砂田　一郎　　　　　（馬場記念病院・脳外）

　大阪市立大学にPET装置が設置され，2年間に脳

神経外科として約200件の検査を施行した．検査の

内訳は1℃ガスによる脳循環および酸素代謝測定66

件，i8F－FDGによる糖代謝測定112件，　liC－Methio－

nineによるアミノ酸代謝測定10件である．機器とし

て，サイクロトロン，ターゲットシステム，自動化

合物合成装置はNKK社およびOxford社製，撮像装

置はヘッドトームIVを使用した．　Methionine使用時

以外では全例で左上腕動脈より持続採血を施行し，

150ガスの場合ではsteady　state法，　FDGの場合は，

投与後60分間のdynamic　scanを行い，　Hutchin⑨の式

を用いたautoradiography法，およびkinetic法による

測定，同時にDAR（differential　absorption　ratio）による

半定量解析を施行した．今回は，FDGとMethionine

の画像上での所見を中心に検討した．FDG－PETにお

いて，髄膜腫では，増殖能の程度，腫瘍内での発育

度の差，attachmentの推定などに有効であった．神経

膠腫や転移性脳腫瘍では，腫瘍の浸潤範囲，その悪

性度診断，再発と放射線壊死との鑑別等に有効で

あった．Methionine－PETでは，腫瘍の浸潤範囲，再

発と放射線壊死との鑑別，FDGで不明瞭な腫瘍の存

在の確認に有効であった．われわれの経験では，

FDG－PETは腫瘍の悪性度を判定するのに有用であ

り，Methionine－PETは腫瘍の有無を判定するのに有

用であると考える．clinical・PETでは，個々の患者の

診断および治療に直接結びつくべく検査を計画し，

さらにその結果を詳細に検討すべきであると考える．

4．骨SPECT像による脊椎病変の検討

日野　　恵

大塚　博幸

太田　圭子

池窪　勝治

伊藤　秀臣　　山口　晴司

才木　康彦　　壇　　芳之

尾藤　早苗　　増井裕利子

（神戸市立中央市民病院・核）

　骨シンチグラフィは，骨転移，骨折，骨髄炎など

の骨病変の検出および経過観察の目的で広く臨床に

用いられている．しかしPlanar像では病変の検出率，

浸潤範囲，良悪性の鑑別などの点で充分とは言い難

いため，骨SPECTの検討を行った．骨シンチグラ

フィは，99mTC－HMDP　555　MBq静注後3～4時間で

Planar像およびSPECT像を撮像した．使用したカメ

ラはMaxxus　4000i，　GE社で撮影条件は1F！30秒で

64方向，matrixは128×128とした．対象は脊椎病変

を有する症例に限定し，転移性骨腫瘍17例，原発性

骨腫瘍2例，圧迫骨折7例，変形性脊椎症8例，そ

の他6例の合計40例であった．病変の診断は，X線

写真，CT，骨シンチグラフィの経過および臨床デー

タなどから総合的に判断した．

　Axial像では個々の椎体の病変の広がりが明瞭であ

り，corona1像では椎体の上下関係，　sagittal像では棘

突起の病変が明瞭に示された．転移性病変は椎体に

限局するものから，椎弓，横突起，肋骨突起，棘突

起におよぶものまで様々であった．SPECTにより病

変の検出率は向上し，3例ではPlanar像で正常もしく

は不明瞭であった病変がSPECT像により明瞭に描出

された．圧迫骨折では椎体部で高集積を呈するもの

がほとんどであり，椎弓や棘突起まで高集積を示す

ものは稀であった．変形性脊椎症では椎体の辺縁部

で集積が強い傾向がみられ，関節面に対称性の集積

が認められるものが多かった．以上のことから

SPECTを施行することにより，病巣の検出率が向上

するばかりでなくある程度の良悪性の鑑別にも有用

であり，今後積極的に施行すべきであると考えられ
た．
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